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保 指 指 借 の 画
安 定 定 ） 同 の
林 の の 意 決
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１１１
産産はる産

水水てす水
良

改改耐改

業業、。業

及数及

普普年普

良良用

訓第
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２
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り］７
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定地額額で入

定入 にび

る書 め方にとあ札

す札

かに

資に る消１する書

未のを記

格記 入費円る

さ に満で問載

を載 札税

有
しれ 関以の、わす

月
三
日

幌政
札農

道道
海海

北北

火

中酪
市部

曜

区畜
央農

日

該す
当と

、の

３課
北産

市
る
す
在
所
の

木。
立る

規

１。 の

のる 項

に
村
町

定

・）

よ

北・ に

海
事 次

知１ 、

道の り
保

筆 に

３ う

堀上 よ

以 の

に

札内 費在整道

消所調海

等幌線 税地係

の市

課中－

税央

あ西

で条

者３

業北

事区

す下端入ずる
か丁

る６

い金 る数札、こ

なた

積。

者額 条消がに見と

税る加も

のに 件費あ参

た該 違等とすっ し当 に

は者１ 入金 反」きるた

の たい、は月 札額 しと
入うそ、当 、
財札。の消た

の の 規は）端費り 分 務

取金等契 ５ 則、の数税

係

目
丁

６係
西整

条調

無

第１２３

町
市
る

国

成業業業

土条平作作作

種期地

地第
理１

月

長の７

院項年類間域

次
也て を

い 林

達つ 安

規

指

北 １２３

道
海

解場保た解

告 除所安目

示 除 予林的

第 定と

保しの

法

業
事
税
免目

安て

北

農律

２３

海

林第平 道

成

保た解

水 告 安目

産 示 除 林的

大年 号 第

臣７ ） と

第 し

か月 の

効扱額に約 に 第

て

相 といを係金

すり課の

す切る額 条当
定１

。
各る

北

森を 海

解平解場 道

除成除所

林
告

予

法
す 示

る年定 第

予７保

昭
和
定月安

次経
庁

の済

か り図務

おの林

と次部

日本成幌

ら定３基平札
市

、に
次よ測

と通７函

のる量年、
市

お知１月館

りが万

本っ１か北

基あ分日、

量。形平島

測た地ら広
、

を図成市

実作

号

在れ由

所さ

の定理

林指
の用

川原砂路

上淵土道

流地

郡野
剣

出と 淵
字３防る

町ののす

３ ら 号

規 さ次の 定、日 理条 指

道によ うに よ定 れ由の
知 の用安通 害路保る 霧

す指あ 備とのが 防地林
た る定っ

で３林 号

。在

律る所

法あ日の

年
第

郡 第

勝 ）十 号

浦

及

と」課

字 ２

町 の

幌 条

。八

るびび

す及
りに

お場
と役

の町
次雲

年江

省い
、置
はえ

」備

る月市

す）３別

施成

旨

道 法海 量北で 測ま

、日

和事 昭知

マ
ル
ト
ルめ

シ備た

年堀

北プ
ッ
海
道
知の
事
堀、

定
予

る
す
除

め解。 たを

２

昆 第

林
森

、
旨

る
あ

で

に

の 定

１ 規

石 の

刈 項

布
北

次

知１ 、

道ら り

海か よ
の

事の

覧
し縦
略て

で う

堀ま よ

。
面る

図す
の供

そに
、

関
び）

及

四

達 第
律

法 を
類
書

係

）
号也

の
達

法

剣
也字
、 和

昭

林

達の 安

１ 保

、 に

年 支
島
渡

道
海

北

指

也 の



樽

小次柱郡小同同

標

樽に
市掲号市市

平 緑げと

成 ２るを

十 丁地結町緑同同

三 目番ん２

年 急のだ丁

七 傾土線目

北 海

定供 北

急にそす 海

傾よのる平 道

斜り関。成 告

地、係 示

の次図年 第

崩の面７

壊区は月

に域、３ 号

よを北日

道 公 報

１２３４

業収使業面

起事起起図

の業を縦 者用用地の 業

部部 種示場

ののの表覧

称類地分分る
す所 名

第

北

土

１２３

海

地平 道

収成

作作作

告 業業業

用 示 種期地

法年 第

７

類間域

昭月
和３ 号

日

公平赤

共成平

号

条 北

赤に 海

お平 道

い成

平
告市
て 示長
準年 第

用７

か
ら
す月 、
る３ 号

同日

次

月 斜地に

三 地によ

日 崩存っ地

壊すて番番番
１ 危る囲

区柱れ

険標ま

火

号区

域１た

曜

ら番

か域

日

斜建

災傾道

る急海

柱
標

止壊砂

防崩部

の地設

害

課

す区害

関険災

に危防
定北

律指び

法に及

る域

軽戸海し軽

遠瀬北な遠

ー別場

パ紋役

町瀬道町

場瀬

フ町

ル軽

ゴ遠

ク郡

整戸

市年 測
７岸律

量年平法

公月第

共６
８第 点ら） 準か号 基日
移

条 転月

の 測

第
と法

の

定 ）ま規 量日

お
り

をの
量項

測１
共第

公条
旨る

るよ
すに

施定
実規

標１２４

順
を

で号

ま番３

号柱、

す海

標
び
及
線
だ
ん
結
次

。小

和る道

昭

現道

律木海

法土北

年樽
業知

第
３え

第備堀

）に

号所事

業町

事東

備瀬

第い

条置

に で

堀
事
知
道
海
北内

地

知と 道の 海次 北、
り

よ

、通

認
の
業 堀事

り 事お

っ 法あ
量が

測知
和。 昭た

第
律

法
年

地

地お
と１２

と
号
１
柱

定

増定成

力り平策

進め
。７年域 法た年

の覧也

項縦

１て達

昭月

売出え

２別加

厚を

規に

きの

ば」

さ所。

り張る

定

也
達

人次

北

昭） 海

の平

退平同

道

一成

任和 成

告 年部 示年
を年 月第北
次７ 海 日

の月

。
た 也し

を 達定

北

釧年 海

路法平

同同

道

町律成 告

東第 示

年 陽 第

７ 土号 同同

地月

第
）
号

３

月

同同同同

同同同同

日日名

和

、

第成牧

律平島

法
年

旭

第月、

）６極

号年京

６

項
のに

第、

条日川

北

北海公

書館

行札政

道行函

海道
部

会支
士会支

書幌士

政

道

部

よ３ 号

改
第に

示 氏早杉う日

告

坂田

正
る
号 義勝す

住釧厚道
海

北 名己敏。

）

証 郡郡入 路岸収

区３ 号

画日 第
組第 理条 整
１

地らの １４か項 番番合
よ 路のに 道次定 先、規
届 地おる 敷と

番番番番

１８

定、

規部

の西

項走

１網

道部

り海南

よ北走

に網

地知、

、

五

対部

進堀南

増別

力事紋

昭成
平

和

表

北

政

事行

知道

道同海

海北

町の 路岸紙 釧厚

士

堀書

丁町り ３渡売 曙奔元 町

人

番目き

１丁ば 目６さ

７

売

地び

号番及

所

事が 理出 り

り

あ
た海

し北 。 任た 退っ が
画
区堀

地
土事

、知

旨道

、、

５６７９
８

次也

を
針達幌

指浦

策、 さ

」

也部
支

達館
函
会

の

法達

理
整

指
の

人
き

ば

和
昭也



期

そ当前収出事管建

支

他
収繰入物 の期

北 海

２

住住住計入火建

支収
収

防 防宅 宅災物 宅 宅算

住
設施

施災 火災共管 火

道 公 報

興

入
加加共火被火復復

災共建 建 道済災 都災興

県契共

府入

第

火の平事

地宅項
住３１

実

自災規成業

方
治共定
機よ７

法済に年績

和か公３団

昭構り月社

ら表日法

号

地農
庁

３
力別業

平増紙振

成進興
十対地部
三策力農
年指増務
七

収
入合業理管

越 針進課

費費

差 計 収計理 支 合
の

費 額 入

備見掛の

整設害
害済理

舞 補 助舞金部 備 補見

整
数金入入

員助戸収収 会
数金

給助

約済 区助

市済築
築

会付成 金掛 村成 町戸戸

数数額金数金数金

員

戸

。国

法平る全

年、す人
公

律成
第
年営

災

第営火

）経宅

号度住

状
況共

い構 ２
つ機 の

に済 条
月対及

三策び

日

町

の」市

紙針係

別指関

お、村

とは

火

略備

り省に

曜

、置
しえ

日

のて
そい

円円円円円円円 円戸円円円

て平 第

戸円円戸円戸円

項
次成 ２
の

海経 定
お北度 規

と年 の
り
知知状 よ
通道営 に
り

っ堀告 社
あ公 、
が事況

針覧
指縦

で 人
の 法
た 団

農。
道る

海す
北供

はに

３

課
策
対
通
流
部
政）

海話ァ

担郵北電フ

イ手
部番道番ク

誌企続当便

内、等課号環号シ

面画

２

容レ境ミ

業本

加企業選

参アイア

内基務業

資画過務道定

２契に準処務

格提去の

１

び書年約営理を

及案

行第第 業事業履

事アイ

概業務
内期

国
、達 全

要名容限号号

成
の平
次

営第
条也 公
同

と

当次お

収ロ月 繰プ７ 期期り年

の 定期

特そ当
支
係
関
、

リ 生 イ
ア－活－
部 ウ

－ 生－ ト
、活

－ 写札文

真幌化

・市・内

ラ央少線 イ中青

ス区年

ト北室－

、３文

・力施

選の間・業能実

定提履
成実営る

基出平行運す

績拠た

準者
に
求度あをの

要年が点め

るび法つ制

す及る持体

人こ等 資

平

）体
度団。

格年・と

成北イ誌成成

平タ報平

のル

３

年暮に北年年

度らつ海

８

情しい道月月

報のて暮

かえし

誌豊考ら日日

きの））

北さる」水金

支ポ３ 越

道再っ制

海を

ル

差支ザ
ー日 収

公

提 額の 額差

要
を － －出

の
金出

他
預支

。
る
す

請

支計 経
等合

出費

課

力６興

現西振

表条化

こ
公る
官あ

にで

目

等丁

者
業

事
間

民
は。

又と
庁

識け業

暮認か作

業
本

と

委

」、提を

ししを務

ら
ひるす

作人す託

制一供
がを

りと。

務とこる

業

▲

らし
道と

海的
北目

告

北
堀

事
知
道

海 円円 円円円

六

い発
して

る
す
似

類
に

務

也
達

ス情
フる

イす
ラ行



２
履加企条

参アイウ

平 行資画地第道平

成 方 期格提２が成

十 自 限及案項行

三 治 び書のう年

年 法 選の規指７

七 施 平定提定名月

北 海

１

務 業 と成事業

の平事

次

業 お
月

プ７要名容

り年内 概

ー日情道や現

ポ３
ロ

道 公 報

４

の細

契要関３そ詳

そ

同、

書情に他は

の約連
入。画

成をじ企

他作報

要手提

の

第

出参

資平提持企平提持
場又

格成出参画成

場又提 審

は郵

査年所は案年所は

の月、送

申７は郵書７

請月、送
提 書

号

場

明成９付

説平前交
午

時 書

午、

交７らは

の年か所

付月
期３後

月 行 成基出に競２

三 準者よ争日 令

日 年にり入の

求争に前

昭 ３要競札直

す入関の

和 月

年 日る札す納

火 政 資へる期

令 金格の指限

曜

加をで

第 ）参名ま

日

業す

）排止道

号を停の

プた

ルシお務る

ザ報に
セの

提テるロめ

のスけ
の査

を再存ス調

出ム既
態析

請築情実分

要構の
調務

る査シを業

す調報

す案

ム、委

テ査を

。ス

よ

のに

め書

た明

る説

否

先。

会る

照

同留

の日に書出日に書

提同留期

。便

出火じ郵限火じ郵

午に午に

期）。便等）

５る５る

等後限後限

限

着に

必）必）

時。時。

５に

。。

るる

よよ

着に

、時同

間日
か）

所）で。

場火まじ

法日
方９

びら
及

れを

第除さ税

で
ま

）
月

さ
れて滞

て ４
いなし の
てい納 条

でとな １
者こい 第
るい

こと 規
いこ に
な。い 項

す

の整託

る
。 す
と。 定

を効
化、。

適しる

最理

知た・

道る的

海図率

北

デな

堀、的
に果

事め効
タ務
ー業

除
は
日
曜
日
び
及

日
曜

土

同
は

又
者

交
。
く

北

地
道
海

方 企提

警自 画案

察治 提方

本法 案法

部施 書等

告

也体を
理行

達管執

にの

４

系実

提に企平提提に

前前そ

方絡

出連画成出出連の

場 方絡提

はる

法す案年所法す他

はる書７は

出

フ業平後交資平提

午

場

ァ務成５付格成

時場審 ク企

７は

シ画年ま所査年所

３

ミ指７では申

海話

選業担郵北電

カ手
部番道番

資定務続当便

準理等課号総号

本基処

エオ
は
間
時
付

又体合

金 の

去が務

過績業。

実と

行 年る適

３あ

示令 関詳

第 す細

昭 るは

号 ヒ、道

ア業

和
年 リ務警

令 グ画

政 ン企

察

行示

第 を指

号 う書本

の月、、こ

以 よ

。 。に

持と

、こ
持と提
期同又

参。出日に参。

又
郵等）。郵

は限火じは
る

よ５よ

に後に

送午送

ここ

る時

、請月、
と着と

と必と

リ示月）

書 書３
の日にの日に

－交か同提同

付らじ出火じ

。期）。 期
間日限午 －
及ま等後

びで５

場時

所土
日着

曜必

企 は制

基、－画－
部 本受

政－ 財託

産実策

が績札室
推内 千企市策

５、幌政

円提央進線 万画中

以案区評

上の北価－

の内３課

人な

間法正
るを

成あ行

平で履
る

か。す

度と保

年こ確
た

ら
ま責

度、

年め

部

。

下 る

告

」
令

政

示

）
。

う
い

と

七 第

ずず

いい

、、

し）し

条

もも

合合

場場

のの

れれ

をを

法法

方方

出出

提提

。
く
除

は
日
曜
日

び
及）

は
間

時
付

交

６調

人、西画

法容条企

る価目係

あ積丁整

で見

）者

で任

。ど

とな

こ格

と当

庁担

公か

官ほ

にの

類上

に以

業人

事２

本者

の
項

１
第

５
の

す体

似の

りり

よよ

にに

話話

電電 る制

ら
か
時

９
前

午

事事 約こ

契る

のす

査有

調を



年つ
び経中び

法 中以い及及

済小協

律 小下て
第 企は

業中、に産企業

等小当掲業業組
に ） 協企該げ局等合 号

が同あ 第 同業中る長協

等小資

北 海

３

道道平ん過、調

営つ資
物要

が税成で去誠達格

い２実 行を

履等件 う滞年る年に品

とに行のの

指納７こ間

競て１。おし保

名し月
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